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　2011年は、３月の東日本大震災、１０月のタイ北中部で発生した洪水といっ

た、大規模な自然災害がありました。当社では、直接的な被害は限定的であった

ものの、多くの企業がそうであったように、サプライチェーンの寸断、電力使用

制限など、モノづくりが根底から脅かされる事態に遭遇しました。

　これらの事態に対し、日本の各企業は想定以上の早さで生産復旧に漕ぎ着け、

改めてニッポンの底力を実感したものでした。

　当社では、グループ経営の礎として、「志」「社会」「お客様」「人」という4

つの要素を「４つの大切」として、いつまでも変えることなく大切にしています。

この中で、いの一番にあがっているのが、志です。強い気持ち、すなわち志を持

って臨むことで、その努力はより堅固なものになり、今回のような危機を乗り越

える原動力にもなっています。

　世界経済は、不透明な情勢が続き、景気回復の勢いが鈍化しました。米国は緩

やかな景気回復にありましたが、欧州債務危機問題の長期化による影響が、新興

国にも波及し、成長に減速感がみられました。日本は、長引く円高、デフレ、株

価低迷等の懸念から、依然として不透明な状況にあります。

　このような環境の下、グローバルでの競争に勝ち残り、継続的に成長していく

ために、開発提案力・グローバル体制・高効率オペレーション を主要テーマに

　 「ものづくり総合力」の強化を推進しております。当社ではクルマ運転の必要情報

を視野を変えずに視認できるＨＵＤ(ヘッドアップディスプレイ)の開発、生産をし

ています。開発提案力の強化として、商品力向上を目的に体積･重量を低減させた

「コンパクトフルカラーＨＵＤ」の開発をした事例では、商品力の向上だけでな

く、資源の有効利用など環境負荷の低減にもなるものでした。このように、本来

業務（開発･設計、購買、製造等）の質、効率を継続的に上げていくことが、個人

と会社の成長、組織の体質強化になり、結果として環境負荷の低減に繋がってい

く展開が当社の目指す環境マネジメントです。

　当社では、今後も「ものづくり総合力」の強化に邁進し、全社員が参加し、継

続して本来業務の質、効率の追求をベースにした環境保全活動を展開してまいり

ます。

　　　　　　　日本精機株式会社
　　　　　　　　　代表取締役社長

　　　　　　　　　永井　正二

１１１１.... ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ
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　当社は、ISO14001環境マネジメントシステム規格に準拠し、事業活動と密着させた環境保全活動を展開さ

せ、その活動の有効性を高めることを目的に、以下の環境方針を制定しました。

日本精機株式会社　環境基本方針

１．環境宣言

　　私たちは、地球環境問題を経営上の重要課題として位置づけ、｢志｣､｢社会｣､｢お客様｣､

　　｢人｣を大切にした事業活動を通じ、環境と調和する安全で持続可能な社会の実現をめ

　　ざし、価値の高い製品、サービスを提供し続けます。

２．環境方針

　　私たちは、車載、民生、ディスプレイ製品の開発・設計・製造・販売の事業展開に当

　　たり、地球温暖化防止、資源の有効利用、生物多様性の保全、環境汚染の予防　など

　　環境影響の緩和や環境保全活動を展開し、継続的改善を推進していきます。

　　(1)私たちは、事業活動、製品、サービス、施設、設備の各要素に係る環境法規や地域、

　　　 お客様からの規制・基準を特定し、その順守手段を管理手順や基準類に反映させ、

　　　 規制・基準値の適正監視を行ない順守するとともに、環境影響の緩和に努めます。

　　(2)社会環境やお客様要求の分析等を基に、環境目的及び目標を設定し、これを達成す

　　　 るための環境マネジメントプログラムを策定し、実行し、結果の評価とシステムの

　　　 見直しによるＰＤＣＡ展開をしていきます。

　　　 特に、下記項目を事業活動と密接に展開させ、継続的改善を推進していきます。

　　　　・エネルギー、資源消費の削減

　　　　・廃棄物排出の削減及びリサイクルの推進

　　　　・使用、及び製品に含有する化学物質の適正管理

　　(3)製品の開発・設計から生産活動の各段階において、廃棄物の低減と環境保全に配慮

　　 　した取り組みを展開し、製品ライフサイクル全体を通じ、環境負荷の少ない製品の

　　 　提供に努めます。

　　(4)私たちは、環境方針に基づく活動を遂行するため、環境マネジメントシステムの構

　　　 築・維持と、すべての従業員への環境教育、社内啓蒙活動を実施します。

２２２２.... 環境方針環境方針環境方針環境方針
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　当社は車載、民生、ディスプレイ製品の開発・設計・製造・販売を行っています。これらの事業活動に伴う環境

負荷の低減に努めています。2011年度の環境負荷は以下のとおりです。

　また、11年度より、NSのビジネス活動に関わる１次お取引様のGHG
※1

排出量の把握を開始しました。

※※※※1111　　　　GHGGHGGHGGHG：：：：GGGGreenhhhhouse GGGGas の略で、温室効果ガス

　　　　地表から放射された赤外線の一部を吸収することによ

　　　　り温室効果をもたらす大気中のCO2などの気体の総称

　　(弊社のビジネスに関わるＧＨＧ排出量は、按分等による推測値を含んでおります。)

　自社内のエネルギー、資源の消費削減活動に加え、お取引先様とともにのGHG排出量の把握精度の向上と排出量

の削減を進めてまいります。

分類 項目 使用量 単位

エネルギー 電力 26,502 MWh

重油 330 kℓ

都市ガス 356 千ੑ

ＬＰＧ 26.2 千ੑ

水 上水道 184 千ੑ

地下水 539 千ੑ

INPUT

GHG： t

【日本】 【北米】 【南米】 【欧州】 【アジア】 【中国】

GHG：38,606 t GHG： 7 t GHG： 0 t GHG： 8 t GHG：9,369 t GHG：28,113 t

76,104

【NSのビジネスに関わるＧＨＧ排出量(1次お取引様のみ)】

ＯＵＴＰＵＴ

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000

GHG排出量

【日本】 【北米】 【南米】 【欧州】 【アジア】 【中国】

［t］

NSNS

お取引様A
(１次)

お取引様B

(１次) ・・・

・・・・・

１
次
取
引
先

お取引様a
(2次)

お取引様b

(2次)

３３３３.... ＮＳＮＳＮＳＮＳのののの事業活動事業活動事業活動事業活動とととと環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷

分類 項目 排出量 単位

温室効果ガス GHG※1排出量 16,333 t-CO2

下水道 排出量 184 千ੑ

他の水域 排出量 539 千ੑ

廃棄物 排出量 866 ｔ

(ﾘｻｲｸﾙ率) 99.3 ％

OUTPUT

5



　　環境マネジメントシステムの組織は、社長をトップとした6つの本部と2つの事業部から構成されています。

　また、環境委員会を設置し、エネルギー、廃棄物、化学物質などの専門的課題を全社的に解決すべく活動を行

　っています。活動結果は、マネジメントレビューで社長に報告し、次年度の改善活動に反映しています。

　　ＮＳでは、国内外の製造系の関連会社でISO14001環境マネジメントシステムの認証を推進しています。

　これまでの認証取得状況は以下のとおりです。

４４４４.... 環境環境環境環境マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント推進体制推進体制推進体制推進体制

①ＮＳの環境マネジメント組織

代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長

環境管理責任者環境管理責任者環境管理責任者環境管理責任者
((((代表取締役副社長代表取締役副社長代表取締役副社長代表取締役副社長))))

環境環境環境環境マネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステム事務局事務局事務局事務局
((((TQMTQMTQMTQM推進室推進室推進室推進室))))

環境委員会環境委員会環境委員会環境委員会
････エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー対策分科会対策分科会対策分科会対策分科会
････廃棄物対策分科会廃棄物対策分科会廃棄物対策分科会廃棄物対策分科会
････化学物質対策分科会化学物質対策分科会化学物質対策分科会化学物質対策分科会

製製製製
造造造造
本本本本
部部部部

品品品品
質質質質
保保保保
証証証証
本本本本
部部部部

技技技技
術術術術
本本本本
部部部部

購購購購
買買買買
本本本本
部部部部

経経経経
営営営営
管管管管
理理理理
本本本本
部部部部

民民民民
生生生生
事事事事
業業業業
部部部部

デデデデ
ィィィィ
スススス
ププププ
レレレレ
イイイイ
事事事事
業業業業
部部部部

②ＩＳＯ１４００１認証取得状況

営営営営
業業業業
本本本本
部部部部

地域 所在地 会社名 認証取得年月

新 潟 県 日本精機株式会社 1999年年年年 8月月月月

新 潟 県 エヌエスアドバンテック株式会社 2002年年年年11月月月月

新 潟 県 エヌエスエレクトロニクス株式会社 2006年年年年10月月月月

広 島 県 ＮＳウエスト株式会社 2001年年年年11月月月月

ア メ リ カ New Sabina Industries, Inc. 2001年年年年10月月月月

メ キ シ コ Nippon Seiki De Mexico S.A. De C.V. (計画中計画中計画中計画中)

ブ ラ ジ ル Nippon Seiki Do Brasil Ltda. 2004年年年年11月月月月

ブ ラ ジ ル NS Sao Paulo Componentes Automotivos Ltda. 2008年年年年12月月月月

欧 州 イ ギ リ ス UK-NSI Co., Ltd. 1999年年年年 4月月月月

中 国 上海日精儀器有限公司 2006年年年年 8月月月月

中 国 日精儀器武漢有限公司 (計画中計画中計画中計画中)

中 国 浙江日精儀器有限公司 (計画中計画中計画中計画中)

台 湾 台湾日精儀器股௷有限公司 2011年年年年 3月月月月

中 国 常州日精儀器有限公司 (計画中計画中計画中計画中)

中 国 東莞日精電子有限公司 2004年年年年10月月月月

タ イ Thai Nippon Seiki Co., Ltd. 2003年年年年10月月月月

タ イ Nippon Seiki Consumer Products(Thailand)Co., Ltd. 2010年年年年 2月月月月

インドネシア PT.Indonesia Nippon Seiki 2010年年年年 9月月月月

ベ ト ナ ム Vietnam Nippon Seiki Co., Ltd. 2011年年年年 1月月月月

イ ン ド NS Instruments India Private Ltd. (計画中計画中計画中計画中)

ア セ ア ン

イ ン ド

米 州

中 国

台 湾

日 本
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環境教育環境教育環境教育環境教育

　　環境保全活動の継続的改善をする主役である従業員

　の環境に関する意識・知識・技能の向上を図るため、

　全社レベルで階層別に環境教育を実施しています。

　　NSでは、毎年年度始めに全部門を対象に、環境マネ

　ジメント活動の目標、計画の説明会を実施しています。

　　また、2011年度は化学物質の適正な取扱いの徹底

　と法順守を確実にさせることを目的に、｢化学物質関

　連法規説明会｣を実施しました。

法規制順守法規制順守法規制順守法規制順守

　　環境に係わる法規制として23件の法規を特定し、その順守評価を２回/年 の頻度で定期的に行っております。

　評価項目は自社基準を含め438項目あり、全項目で順守できたことを確認しました。

　　また、内部監査でも環境法規チェックリストを用い、より現場に視点を置いた順守評価を行っています。内部

　監査では、未然防止に重点を置き、予防処置に繋げるようにしています。

緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態へのへのへのへの対応対応対応対応

　　各サイトごとに防災対策委員会を設置し、地震や 　　　　　　　～高見事業所・防災避難訓練～

　や火災を想定した防災避難訓練を、毎年10月に実

　施しています。高見サイトでは、2004年の中越地

　震の経験、教訓を風化させないように、地震のあった

　10月23日に訓練を行っています。

地域社会地域社会地域社会地域社会とのとのとのとのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

　　日本精機では、地域への想いを念頭に、継続的な 　　　　　　　　～長岡まつり　民踊流し～　　

　社会貢献活動に取り組んでいます。毎年、8月に開

　催されます長岡まつりへ、前夜祭の民踊流しと、花

　火大会会場のクリーン作戦に参加しています。

利害関係者利害関係者利害関係者利害関係者からのからのからのからの環境上環境上環境上環境上のののの苦情苦情苦情苦情・・・・要請要請要請要請・・・・要望 要望 要望 要望 

　　NSでは、2011年度は利害関係者からの苦情・要望等はありませんでした。

　　しかし、弊社の関連会社において樹脂ペレットの敷地外流出と樹脂加工で発生する臭気の苦情がありました。

　作業場内の樹脂ペレット清掃方法の変更と排水槽の改造、脱臭装置の更新をした結果、樹脂ペレットの流出防止と、

　臭気レベルの著しい改善を達成しました。

③教育､法規制順守､緊急事態対応､コミュニケーション
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　　当社の環境マネジメントシステムが有効なものであるかを検証するために、ISO14001に基づき内部環境監査

　を実施しています。内部環境監査は、全部門を対象に１回/年 行っています。2011年度は1件の軽微な不適合

　が発見され、適切に是正処置が展開されました。

　　従来、ISO14001などの規格、基準への適合性 ～～～～内部監査内部監査内部監査内部監査　　　　不適合指摘件数推移不適合指摘件数推移不適合指摘件数推移不適合指摘件数推移～～～～
　を重視した監査であったものを、目標への達成状況

　や、しくみプロセスの改善活動が効果的に展開され

　ているかを評価する有効性重視の監査に転換を進め、

　改善へのきっかけになるような項目も「改善提言」

　として取り上げ、環境改善活動を強化しております。

　　これらの監査結果より、NSの課題を明確にし、

　マネジメントレビューにて社長へ報告、提案をし、

　継続的改善に繋げています。

　
　

グリーングリーングリーングリーン調達調達調達調達ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン
　　持続可能な社会の実現のためには、サプライチェ

　ーンを含めた全領域での環境負荷低減が不可欠です。

　そのため当社も環境負荷の少ない部材を購入すべく、

　『NSグリーン調達ガイドライン』を制定しました

　（2010年3月：第2版発行)。ガイドラインでは、

　お取引様に①EMS構築、②環境負荷物質の管理と

　削減、③LCA対応、をお願いしています。

　　当社では、お取引様と相互に連携しライフサイク

　ル全体にわたって、より環境負荷の少ない製品の提

　供を心がけております。地球環境を考える上で、生

　物多様性の保全も不可欠です。事業活動が生物多様

　性に与える影響を少なくするため、製品に含有する

　化学物質の適正管理にも努めています。

　　化学物質に関する規制は、世界各国さまざまです

　が、当社では、これらの規制を、原則「GADSL
※2

」

　に統一し、お取引様に順守をお願いしています。

製品含有化学物質製品含有化学物質製品含有化学物質製品含有化学物質データデータデータデータのののの管理管理管理管理
　　製品に含有する化学物質の規制は、世界各国で法 ～製品含有化学物質データ管理フロー図～

　制化され、年々厳しくなってきています。その規制

　に対応し、適合を確実にするために、2008年に化

　学物質管理システムを導入し、管理体制を強化しま

　した。

　　このシステムでは、法規制はもとより、お客様固

　有の要求にも対応できるようになっています。お客

　様は、使用禁止物質を使用していないことの証明の

　他、材料を構成する全ての化学物質情報の報告を求

　めています。当社では、これらの化学物質データの

　情報をJAMAシート
※3

によりサプライチェーンを

　通じて、収集しています。収集した化学物質データ

　は、化学物質管理システムのデータベースに蓄積し、

　適切に管理しています。

④内部監査と環境マネジメントシステムの継続的改善

⑤グリーン購買
～～～～NSNSNSNSグリーングリーングリーングリーン調達調達調達調達ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン～～～～
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※3： JAMAJAMAJAMAJAMAシートシートシートシートとは、日本自動車工業会(JAMA)、日本
　　　　自動車部品部品工業会(JAPIA)が開発した、製品の含有
　　　　化学物質を入力するための国内自動車業界統一フォーム。

お
客
様

【化学物質管理
　システム】

お
取
引
先
様

調査依頼 調査依頼

化学物質デー
タベース

JAMAｼｰﾄ

調査報告調査報告

ＮＳＮＳＮＳＮＳ JAMAｼｰﾄ

※2：GADSLGADSLGADSLGADSLGlobal Automotive Declarable Substance List）
　　　　とは、自動車業界がグローバルに使用する申告・禁止物質リスト
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　　2011年度は、第５次(2011年度～2013年度)全社目的・目標の初年度でした。実績は、8/17テーマで

　目標を達成しました。第5次環境目的･目標は、基準年度を2010年度とし、エネルギー消費を3年間で10%

　の削減を目標にし、地球温暖化防止に取り組み、2011年度は、基準年度の3.5%削減を目標に活動しました。

　　また、7～9月に、東京電力、東北電力管内に、電気事業法に基づく電力使用制限が発令されました。

　　当社においては、工場、部門別に土日稼動を含む輪番操業などの節電対策を展開し、2010年度比15%の

　ピークカット規制に対し、23.4%の最大電力の抑制を達成しております。

　　2011年度のCO2排出量は、2010年度比 2,739t

　(20.1％)増の16,333ｔでした。

　　電力由来が89%を占め、次いで重油由来が6%です。

　　間接排出となる電力由来のCO2排出量は、電気事

　業者の排出係数を用いて算出しており、排出係数が

　27%悪化した影響を受けたことによる増加です。

　　(前年度と同係数を用いると349tの減少となります)

　　2011年度の廃棄物排出量は、2010年度比 104t

　(10.6%)減の 866tでした。

　　リサイクル率は、99.3%と前年度からの向上はなら

　なかったものの、当社が定めたゼロエミッション要件
※4

　を継続して満たしております。

　　
　　

　

CO2排出量推移排出量推移排出量推移排出量推移

18,85018,85018,85018,850

15,40215,40215,40215,402
13,85313,85313,85313,853 13,60513,60513,60513,605

16,33316,33316,33316,333

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2007ᖺ 2008ᖺ 2009ᖺ 2010ᖺ 2011ᖺ

[t-CO2]

LPG

都市ｶﾞｽ

重油

電力

５５５５.... 環境目的環境目的環境目的環境目的・・・・目標目標目標目標とととと実績実績実績実績

①目標実績対比

※4：ゼロエミッションとは、リサイクル率99%以上。
　　　但し、自治体による焼却処理や法で 規制を受ける
　　　ものはリサイクル率算出の集計対象外とする。

廃棄物排出量 廃棄物排出量 廃棄物排出量 廃棄物排出量 リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル率推移率推移率推移率推移

1,246
983

804
970

866

58.5%
66.0% 92.9%

99.3% 99.3%

0
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2,500
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[t/年]

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排出量

リサイクル率

電力 全製造部門
3.5％削減(生産数原単位)
　(2010年度比)

3.2%削減 △

全間接部門
3.5％削減(電力量)
　(2010年度比)

13.0%削減 ○

重油 製造指定部門
3.5％削減(生産数原単位)
　(2010年度比)

3.9%削減 ○

その他部門
3.5％削減(重油使用量)
　(2010年度比)

17.2%削減 ○

都市ガス 製造指定部門
3.5％削減(生産数原単位)
　(2010年度比)

20.7%増加 ×

ＬＰＧ
NSテクニカ
ルセンター内

3.5％削減(LPG使用量)
　(2010年度比)

36.1%削減 ○

水資源の節約 上水道 製造指定部門
2.0％削減(生産数原単位)
　(2010年度比)

7.8%削減 ○

排出量 製造指定部門
9.7％削減(生産数原単位)
　(2010年度比)

9.0%削減 △

その他部門
2.0％削減(総排出量)
　(2010年度比)

15.1%増加 ×

リサイクル率 全社 99.5%以上 99.3% △

環境配慮型製品の開発推進
製品
アセスメント

設計部門
各製品群ごとの製品環境指
標の向上

11ﾃｰﾏ展開し、平均達成
率：91.5%

△

環境会計の導入 TQM推進室 環境会計の算定基準策定
環境会計の算定基準は原案
作成まで完了

△

化学物質の適正管理 製品含有管理 設計部門
製品含有化学物質DBの
データ登録拡充

新規開発製品のデータ
登録100%

○

取扱い管理 該当部門
PRTR法届出対象物質
取扱い量削減

届出対象物質：1物質
(届出物質1物質削減)

○

グリーン調達の推進 関係部門 ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの改訂
ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの改訂
は課題の洗出しまで

△

グローバルでの環境
パフォーマンス向上

CO2排出量 TQM推進室
国内関連会社の環境
データ把握

国内関連会社のCO2

データ把握完了
○

本来業務の質、効率向上 質、効率指標 全部門
効率向上に取り組み、部門
目標を達成

136ﾃｰﾏ展開し､平均達成
率：88.6%

△

　　　○：目標達成　　△：前年度よりも削減/向上するも目標未達　　×：前年度より悪化し、目標未達

廃棄物排出量削減、再利
用、リサイクル化に取り
組む

地球温暖化防止に取り組む

取組みテーマ 2011年度目標対　　象項　　目 2011年度実績 評価
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 ( ( ( (1111))))ハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカーハイブリッドカーののののメータメータメータメータ開発 開発 開発 開発 
　　本田技研工業株式会社の「FREED HYBRID」に

　は当社製デジタルスピードメータが搭載されていま

　す。本メータにはマルチインフォメーションディス

　プレイが装備されエコドライブ度の表示や平均燃費、

　ハイブリッドシステムの作動状況などを表示し、

　燃費を良くする運転の支援情報をドライバーに伝

　えます。

 ( ( ( (2222))))OLEDOLEDOLEDOLED（（（（有機有機有機有機ELELELEL））））照明照明照明照明パネルパネルパネルパネルのののの開発開発開発開発
　　新しい照明技術であるＯＬＥＤ照明パネルを開発

　し、2012年5月よりサンプル販売を開始しました。

　　ＯＬＥＤ照明パネルは、①水銀や鉛などの有害物

　質を含まない、②人体に影響する紫外線を出さない、

　③不眠の原因となる青色発光成分の割合が太陽光

　並に少ない、といった特長があり、環境や人に優

　しい照明として期待されています。

 ( ( ( (3333))))環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減とととと省省省省エネエネエネエネをををを考考考考えたえたえたえた複写機用操作複写機用操作複写機用操作複写機用操作パネルパネルパネルパネル
　　コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社

　のフルカラー複写機「bizhub **4」シリーズの操作

　パネルに当社製造のユニットが搭載されています。

　　環境負荷低減に対応するべく、12キー中の3キー

　にバイオマスプラスチックが使用されています。

　　また、近接センサーを用いたスリープモード復帰

　システムにより手間をかけない省エネシステムの導

　入が可能になりました。

 ( ( ( (1111))))プリントプリントプリントプリント基板実装基板実装基板実装基板実装ラインラインラインライン統合統合統合統合によるによるによるによる電力使用量削減電力使用量削減電力使用量削減電力使用量削減
　　プリント基板実装は5ライン編成で、それぞれのラ 　　<プリント基板実装ライン>

　インは　クリームはんだ印刷機、電子部品実装機、リ

　フロー炉で構成されています。特にリフロー炉は加熱

　設備であり、電力消費が大きくなっています。

　　プリント基板サイズの統合、実装機の配置換え･高速

　機への更新などにより、設備稼働率向上、サイクルタイ

　ム短縮を進め、3ラインに統合させることができました。

　　この効果として、CO2  74t/年 の削減となりました。

 ( ( ( (2222))))FPCFPCFPCFPC製造製造製造製造クリーンルームクリーンルームクリーンルームクリーンルーム空調空調空調空調のののの運転時間削減運転時間削減運転時間削減運転時間削減
　　FPC(フレキシブルプリント基板)製造のクリーン

　ルームは製品防錆のため、生産時間帯の他、夜間・休 <ＦPC製造工程>
　日の非生産時間帯にもボイラー、空調設備を運転し、

　湿度制御を行なっていました。

　　夜間・休日の作業者がいない低負荷時には、別置き

　の除湿機を４台設置し、湿度維持が可能となり、ボイ 　　　除湿機
　ラー、空調設備を停止することができました。

　　この効果として、CO2 65t/年 の削減となりました。

　ＮＳは環境と調和する安全で持続可能な社会の実現をめざし、環境配慮型製品の開発、生産時の消費エネルギー

の削減活動を展開しています。これらの活動のエリアを関連会社に拡大していくとともに、当社ビジネスに関わる

お取引先様でのエネルギー消費の把握及び削減を推進してまいります。

②環境配慮設計・開発事例

　

③製造エネルギー削減事例

OLEDOLEDOLEDOLED照明照明照明照明（（（（標準標準標準標準サンプルサンプルサンプルサンプル品品品品））））

最後最後最後最後にににに

本田技研工業株式会社向本田技研工業株式会社向本田技研工業株式会社向本田技研工業株式会社向けけけけ
「「「「FREED HYBRIDFREED HYBRIDFREED HYBRIDFREED HYBRID」」」」メータメータメータメータ

コニカミノルタビジネステクノロジーズコニカミノルタビジネステクノロジーズコニカミノルタビジネステクノロジーズコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社向株式会社向株式会社向株式会社向けけけけ
フルカラーフルカラーフルカラーフルカラー複写機複写機複写機複写機｢｢｢｢bizhub bizhub bizhub bizhub ********4444｣　｣　｣　｣　操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル

実装機実装機実装機実装機印刷機印刷機印刷機印刷機 ﾘﾌﾛｰﾘﾌﾛｰﾘﾌﾛｰﾘﾌﾛｰ炉炉炉炉

× × × × ５５５５ラインラインラインライン

改善後

実装機実装機実装機実装機印刷機印刷機印刷機印刷機 ﾘﾌﾛｰﾘﾌﾛｰﾘﾌﾛｰﾘﾌﾛｰ炉炉炉炉

× × × × ３３３３ラインラインラインライン
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